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る
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
県
下
酪
農
業
は
、昨
年
の
飲
用
乳
価

値
上
げ
と
集
乳
経
費
の
プ
ー
ル
化
や
副

産
物
価
格
が
下
支
え
し
て
き
た
状
況
に

対
し
、飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
と
乳
用

初
妊
牛
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、酪
農

家
戸
数
や
生
乳
生
産
量
の
減
少
等
が
続

き
生
産
基
盤
の
脆
弱
化
が
危
惧
さ
れ
ま
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を
迎
え
た「
改
正
畜
安
法
」で
す
が
、一
部

の
身
勝
手
な
酪
農
家
に
よ
る
、い
わ
ゆ
る

「
良
い
と
こ
ど
り
」が
横
行
、酪
農
組
織
の

運
営
に
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
事
態
が

起
こ
り
ま
し
た
。酪
農
家
の
た
め
の
改
革

と
な
る
よ
う
、ま
た
指
定
団
体
の
需
給
調

整
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
制
度
の

抜
本
的
見
直
し
を
含
ん
だ
国
の
責
任
あ

た
、九
州
生
乳
販
売
農
業
協
同
組
合
連

合
会
の
代
表
理
事
会
長
を
平
成
十
七
年

か
ら
の
十
三
年
間
、そ
の
他
に
も
多
く
の

全
国
関
連
団
体
の
役
員
等
も
歴
任
さ

れ
、九
州
や
全
国
の
酪
農
界
で
も
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
が
今
回

の
勇
退
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、新
し
い
元
号
と
な
っ
た
令
和
元

年
度
も
自
然
災
害
に
悩
ま
さ
れ
る
年
と

な
り
ま
し
た
。特
に
九
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
発
生
し
た
大
型
台
風
は
関
東
お
よ

び
東
北
地
域
の
酪
農
家
や
乳
牛
工
場
に

も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。そ

し
て
今
年
に
入
り「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」の
猛
威
に
よ
り
、三
月
に
は
学

校
が
休
校
、学
乳
の
供
給
が
止
ま
り
需

給
が
大
き
く
混
乱
し
ま
し
た
。

　
農
政
問
題
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
日
欧
Ｅ
Ｐ

Ａ
さ
ら
に
日
米
物
品
貿
易
協
定（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）

と
三
つ
の
大
型
協
定
が
三
年
連
続
で
発

効
さ
れ
、乳
製
品
の
自
由
化
が
よ
り
一
層

進
行
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
酪
農
制
度
に
お
い
て
は
二
年
目

　
去
る
六
月
二
十
四
日（
水
）「
筑
紫
野

市
文
化
会
館
」に
お
い
て
、ふ
く
お
か
県

酪
農
業
協
同
組
合
の
第
十
三
回
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
、組
合
員
の
皆

様
に
は
可
能
な
限
り
出
席
を
ご
遠
慮
い

た
だ
き
、書
面
議
決
書
で
の
意
思
表
示
を

お
願
い
し
ま
し
た
。ま
た
来
賓
の
方
に
も
、

ご
列
席
を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
、最
小
限
の

人
数
で
の
総
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
、尾
形
文
清
組
合
長
の
挨
拶
の

あ
と
、議
長
に
は
白
川
順
二
氏（
飯
塚
支

所
）を
選
任
し
、第
一
号
議
案
か
ら
第
六

号
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、

総
会
及
び
総
会
後
の
理
事
会
で
尾
形
文

清
代
表
理
事
組
合
長
が
退
任
し
、新
代

表
理
事
組
合
長
に
は
草
場
哲
治
副
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合

長
理
事
が
選
出
さ
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ま
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た
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尾
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氏
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、平
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十
九
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の
組
合
発
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合
長
と
し
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十
三
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間
、ま

　
平
成
三
十
一
年
度（
令
和
元
年
度
）の

乳
質
表
彰
者
は
、基
準
を
み
た
し
た
組

合
員
の
中
か
ら
配
点
審
査
を
行
い
、最
優

秀
賞
に
は
、久
留
米
支
所
の
江
上
正
生

表１：平成３１年度（令和元年度）乳質優良表彰者

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、優
秀

賞
八
名
、優
良
賞
五
十
三
名
の
方
が
受

賞
さ
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ま
し
た
。（
乳
質
優
良
表
彰
者
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表
１
の
と
お
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）

す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、酪
農
が
将

来
に
向
け
て
持
続
で
き
る
よ
う
、生
乳
生

産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
と
酪
農
活
性
化
へ

の
取
組
み
を
更
に
強
化
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。ま
た
、緊
急
に
取
り
組
む
べ

き
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す

が
、組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、各

事
業
へ
の
取
組
み
推
進
と
併
せ
て
、専
任

指
導
員
と
乳
牛
診
療
所
体
制
の
充
実

と
、関
係
機
関
連
携
に
よ
る
指
導
体
制

の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は

新
組
合
長
の
も
と
役
職
員
一
同
、酪
農
の

発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、業
務
に
邁
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、皆
様

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウィ
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感
染
症
予
防

の
た
め
、組
合
総
会
後
の
表
彰
式
を
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、表
彰

者
の
方
に
は
、賞
状
及
び
賞
品
併
せ
て
全

酪
連
、全
畜
連
、北
九
州
く
み
あ
い
飼
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か
ら
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副
賞
を
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贈
り
い
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引
き
続
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食
の
安
心
・
安
全
」へ
向
け

た
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お
一
層
の
乳
質
向
上
へ
の
取
り
組
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を
お
願
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い
た
し
ま
す
。

ふ
く
お
か
県
酪
農
業
協
同
組
合
　

第
十
三
回
通
常
総
会
を
開
催
！

平
成
三
十
一
年
度（
令
和
元
年
度
）

乳
質
優
良
者
六
十
二
名
受
賞

組
合
ト
ピ
ッ
ク
ス

▲総会の様子

「座談会の様子」

▲福岡支所▲飯塚支所 ▲久留米支所

財務・事業実績
区分 項目 平成30年度 令和元年度

財務

事業利益（千円） 6,299 13,457

経常利益（千円） 11,738 20,008

当期剰余金（千円） 9,070 17,608

自己資本比率（％） 39.85 41.64

販売
受託販売乳量（㌧） 75,561 74,064

生乳販売高（千円） 8,171,120 8,236,870

購買
購買品供給量（㌧） 50,218 48,520

購買品供給高（千円） 3,336,305 3,223,669

NO. 支所名 組合員略名 表彰 配点 連続回数 NO. 支所名 組合員略名 表彰 配点 連続回数

1 久留米 江上　正生 最優秀賞 100 13 32 福　岡 大原　登 優良賞 83 8

2 福　岡 森田　純一郎 優秀賞 95 7 33 久留米 大石　信 優良賞 83 4

3 福　岡 野田　貞治 優秀賞 95 3 34 久留米 中垣　広之 優良賞 83 1

4 久留米 安丸　英宏 優秀賞 95 4 35 久留米 椿　　成弘 優良賞 83 4

5 久留米 手柴　秀一 優秀賞 95 4 36 久留米 羽野　浩 優良賞 83 1

6 久留米 木庭　健一 優秀賞 95 8 37 久留米 中尾　洋一 優良賞 83 1

7 飯　塚 江藤　秀樹 優秀賞 95 3 38 飯　塚 山田　博則 優良賞 83 4

8 飯　塚 森下　団蔵 優秀賞 95 2 39 飯　塚 穂坂　精樹 優良賞 83 1

9 飯　塚 原田　政博 優秀賞 95 13 40 飯　塚 森田　勉 優良賞 83 4

10 福　岡 松永　慎也 優良賞 93 8 41 飯　塚 木戸　健 優良賞 83 2

11 飯　塚 国広　隆一 優良賞 93 5 42 久留米 石井　延明 優良賞 81 6

12 飯　塚 竹本　貞敏 優良賞 93 7 43 飯　塚 神崎　宏昭 優良賞 81 2

13 福　岡 有田　徹 優良賞 90 4 44 福　岡 中村　敏彦 優良賞 80 1

14 久留米 秋吉　信義 優良賞 90 1 45 福　岡 波多江　正好 優良賞 80 2

15 久留米 内田　健二郎 優良賞 90 5 46 久留米 田中　信義 優良賞 80 1

16 久留米 丸山　繁 優良賞 90 1 47 久留米 今村ふれあい牧場 優良賞 80 3

17 久留米 中村　博之 優良賞 90 9 48 久留米 岩下　寿秀 優良賞 80 9

18 久留米 池松　和幸 優良賞 90 3 49 福　岡 濵地　邦夫 優良賞 78 2

19 久留米 平田　実 優良賞 90 4 50 福　岡 笠　　文彦 優良賞 76 1

20 久留米 末継　正勝 優良賞 90 1 51 福　岡 田中　和久 優良賞 76 7

21 飯　塚 田村　亜希子 優良賞 90 3 52 福　岡 今村　学 優良賞 76 2

22 飯　塚 中村　秀貴 優良賞 90 7 53 久留米 仲　　弘律 優良賞 75 1

23 飯　塚 大村　義徳 優良賞 90 2 54 福　岡 髙田牧場 優良賞 73 1

24 福　岡 吉村　重也 優良賞 88 6 55 福　岡 香力団地波多江牧場 優良賞 73 1

25 福　岡 藤井　正剛 優良賞 88 6 56 久留米 吉田　政弘 優良賞 73 4

26 久留米 坂井　彰 優良賞 88 4 57 久留米 古賀　俊英 優良賞 73 1

27 久留米 中野　繁利 優良賞 88 2 58 飯　塚 吉村　修一 優良賞 73 2

28 久留米 佐野　喬 優良賞 88 2 59 飯　塚 天地山牧場 優良賞 73 2

29 久留米 内堀　誠 優良賞 88 4 60 飯　塚 次郎丸　昇 優良賞 68 2

30 久留米 大塚　豪 優良賞 88 1 61 久留米 安丸　冨士男 優良賞 63 2

31 久留米 森光　力 優良賞 85 4 62 久留米 樺嶋　雅彦 優良賞 63 1
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十
四
日（
水
）「
筑
紫
野

市
文
化
会
館
」に
お
い
て
、ふ
く
お
か
県

酪
農
業
協
同
組
合
の
第
十
三
回
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
、組
合
員
の
皆

様
に
は
可
能
な
限
り
出
席
を
ご
遠
慮
い

た
だ
き
、書
面
議
決
書
で
の
意
思
表
示
を

お
願
い
し
ま
し
た
。ま
た
来
賓
の
方
に
も
、

ご
列
席
を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
、最
小
限
の

人
数
で
の
総
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
、尾
形
文
清
組
合
長
の
挨
拶
の

あ
と
、議
長
に
は
白
川
順
二
氏（
飯
塚
支

所
）を
選
任
し
、第
一
号
議
案
か
ら
第
六

号
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、

総
会
及
び
総
会
後
の
理
事
会
で
尾
形
文

清
代
表
理
事
組
合
長
が
退
任
し
、新
代

表
理
事
組
合
長
に
は
草
場
哲
治
副
組
合

長
理
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
尾
形
氏
は
、平
成
十
九
年
の
組
合
発

足
時
か
ら
組
合
長
と
し
て
十
三
年
間
、ま

　
平
成
三
十
一
年
度（
令
和
元
年
度
）の

乳
質
表
彰
者
は
、基
準
を
み
た
し
た
組

合
員
の
中
か
ら
配
点
審
査
を
行
い
、最
優

秀
賞
に
は
、久
留
米
支
所
の
江
上
正
生

表１：平成３１年度（令和元年度）乳質優良表彰者

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、優
秀

賞
八
名
、優
良
賞
五
十
三
名
の
方
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。（
乳
質
優
良
表
彰
者
：

表
１
の
と
お
り
）

す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、酪
農
が
将

来
に
向
け
て
持
続
で
き
る
よ
う
、生
乳
生

産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
と
酪
農
活
性
化
へ

の
取
組
み
を
更
に
強
化
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。ま
た
、緊
急
に
取
り
組
む
べ

き
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す

が
、組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、各

事
業
へ
の
取
組
み
推
進
と
併
せ
て
、専
任

指
導
員
と
乳
牛
診
療
所
体
制
の
充
実

と
、関
係
機
関
連
携
に
よ
る
指
導
体
制

の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は

新
組
合
長
の
も
と
役
職
員
一
同
、酪
農
の

発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、業
務
に
邁
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、皆
様

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウィ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
た
め
、組
合
総
会
後
の
表
彰
式
を
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、表
彰

者
の
方
に
は
、賞
状
及
び
賞
品
併
せ
て
全

酪
連
、全
畜
連
、北
九
州
く
み
あ
い
飼
料

か
ら
の
副
賞
を
御
贈
り
い
た
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き「
食
の
安
心
・
安
全
」へ
向
け

た
、な
お
一
層
の
乳
質
向
上
へ
の
取
り
組

み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ふ
く
お
か
県
酪
農
業
協
同
組
合
　

第
十
三
回
通
常
総
会
を
開
催
！

平
成
三
十
一
年
度（
令
和
元
年
度
）

乳
質
優
良
者
六
十
二
名
受
賞

組
合
ト
ピ
ッ
ク
ス

▲総会の様子

「座談会の様子」

▲福岡支所▲飯塚支所 ▲久留米支所

財務・事業実績
区分 項目 平成30年度 令和元年度

財務

事業利益（千円） 6,299 13,457

経常利益（千円） 11,738 20,008

当期剰余金（千円） 9,070 17,608

自己資本比率（％） 39.85 41.64

販売
受託販売乳量（㌧） 75,561 74,064

生乳販売高（千円） 8,171,120 8,236,870

購買
購買品供給量（㌧） 50,218 48,520

購買品供給高（千円） 3,336,305 3,223,669

NO. 支所名 組合員略名 表彰 配点 連続回数 NO. 支所名 組合員略名 表彰 配点 連続回数

1 久留米 江上　正生 最優秀賞 100 13 32 福　岡 大原　登 優良賞 83 8

2 福　岡 森田　純一郎 優秀賞 95 7 33 久留米 大石　信 優良賞 83 4

3 福　岡 野田　貞治 優秀賞 95 3 34 久留米 中垣　広之 優良賞 83 1

4 久留米 安丸　英宏 優秀賞 95 4 35 久留米 椿　　成弘 優良賞 83 4

5 久留米 手柴　秀一 優秀賞 95 4 36 久留米 羽野　浩 優良賞 83 1

6 久留米 木庭　健一 優秀賞 95 8 37 久留米 中尾　洋一 優良賞 83 1

7 飯　塚 江藤　秀樹 優秀賞 95 3 38 飯　塚 山田　博則 優良賞 83 4

8 飯　塚 森下　団蔵 優秀賞 95 2 39 飯　塚 穂坂　精樹 優良賞 83 1

9 飯　塚 原田　政博 優秀賞 95 13 40 飯　塚 森田　勉 優良賞 83 4

10 福　岡 松永　慎也 優良賞 93 8 41 飯　塚 木戸　健 優良賞 83 2

11 飯　塚 国広　隆一 優良賞 93 5 42 久留米 石井　延明 優良賞 81 6

12 飯　塚 竹本　貞敏 優良賞 93 7 43 飯　塚 神崎　宏昭 優良賞 81 2

13 福　岡 有田　徹 優良賞 90 4 44 福　岡 中村　敏彦 優良賞 80 1

14 久留米 秋吉　信義 優良賞 90 1 45 福　岡 波多江　正好 優良賞 80 2

15 久留米 内田　健二郎 優良賞 90 5 46 久留米 田中　信義 優良賞 80 1

16 久留米 丸山　繁 優良賞 90 1 47 久留米 今村ふれあい牧場 優良賞 80 3

17 久留米 中村　博之 優良賞 90 9 48 久留米 岩下　寿秀 優良賞 80 9

18 久留米 池松　和幸 優良賞 90 3 49 福　岡 濵地　邦夫 優良賞 78 2

19 久留米 平田　実 優良賞 90 4 50 福　岡 笠　　文彦 優良賞 76 1

20 久留米 末継　正勝 優良賞 90 1 51 福　岡 田中　和久 優良賞 76 7

21 飯　塚 田村　亜希子 優良賞 90 3 52 福　岡 今村　学 優良賞 76 2

22 飯　塚 中村　秀貴 優良賞 90 7 53 久留米 仲　　弘律 優良賞 75 1

23 飯　塚 大村　義徳 優良賞 90 2 54 福　岡 髙田牧場 優良賞 73 1

24 福　岡 吉村　重也 優良賞 88 6 55 福　岡 香力団地波多江牧場 優良賞 73 1

25 福　岡 藤井　正剛 優良賞 88 6 56 久留米 吉田　政弘 優良賞 73 4

26 久留米 坂井　彰 優良賞 88 4 57 久留米 古賀　俊英 優良賞 73 1

27 久留米 中野　繁利 優良賞 88 2 58 飯　塚 吉村　修一 優良賞 73 2

28 久留米 佐野　喬 優良賞 88 2 59 飯　塚 天地山牧場 優良賞 73 2

29 久留米 内堀　誠 優良賞 88 4 60 飯　塚 次郎丸　昇 優良賞 68 2

30 久留米 大塚　豪 優良賞 88 1 61 久留米 安丸　冨士男 優良賞 63 2

31 久留米 森光　力 優良賞 85 4 62 久留米 樺嶋　雅彦 優良賞 63 1



　５月１日から、嘱託として採用いただい
た志岐 秀雄（しき ひでお）です。県南を
中心に普及指導員を約３０年しておりま
した。
　久留米支所を主に広域専任指導員と、
４月１日に発足した福岡県酪農ヘルパー
利用組合本部の事務を兼務しております。年は取っています
が、笑顔とあいさつを忘れずに酪農経営のお手伝いができる
ようにがんばりますので、よろしくお願いいたします。

志岐  秀雄 （本所酪農部）
　4月1日より、本所酪農部に配属になり
ました豊岡 大輝（とよおか だいき）で
す。熊本県出身の24歳で、休日は釣りや
ドライブをしています。
　経験が乏しく、ご迷惑をおかけするこ
とが多いと思いますが、皆様を支えるこ
とができるように力を尽くしてまいります。
　どうぞよろしくお願いいたします。

豊岡  大輝 （本所酪農部）

　４月１日付けで福岡支所に配属になり
ました、福岡県宮若市出身の安永 幸治
（やすなが こうじ）です。
　４４歳独身Ａ型で、趣味は美味しいもの
を食べにあちこち出掛けることです。
　以前、畜産関係の仕事に従事しており
ましたので、即戦力となるよう日々頑張って参りますので、皆
様からのご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

安永  幸治 （福岡支所）
　4月から福岡乳牛診療人工授精所に配
属になりました、獣医師の原岡 諒（はら
おか りょう）です。
　福岡市香椎で育ち、大学卒業後は宮城
県で牛の獣医として働いておりました。
　不慣れでご迷惑をおかけすることが
多いかと思いますが、皆様のお手伝いができるように頑張り
たいと思います。
　どうぞよろしくお願いいたします。

原岡  諒 （福岡乳牛診療人工授精所）　

　4月1日より福岡診療所に配属になり
ました、人工授精師の岩丸 直矢(いわま
る なおや）23歳です。出身は福岡県北九
州市で、大学では動物の看護を学んでい
ました。小動物の看護を学んでいたた
め、大動物はあまり詳しくありませんが
日々努力を怠らず邁進していきたいと考えています。至らな
いところも多々あると思いますが、ご指導ご鞭撻のほどよろし
くお願いいたします。

岩丸  直矢 （福岡乳牛診療人工授精所）
　４月１日より久留米支所に配属になり
ました浦田 凌太（うらた りょうた）です。
　出身は佐賀県の伊万里市、前職は養豚
の従業員や小学校の図書室に勤務して
いました。酪農の知識や土地勘もゼロで
すのでご迷惑をおかけすることも多々あ
るかと思いますが、頑張って行きたいと思っておりますので、
どうかよろしくお願いします。

浦田  凌太 （久留米支所）

　4月より久留米診療所に着任しまし
た、獣医師の大石 祥子(おおいし しょう
こ）です。福岡市出身で、鹿児島大学の獣
医学科を今春卒業しました。大学で牛と
触れ合う機会が多かったこともあり、産
業動物の臨床獣医師を志すようになりま
した。
　地元である福岡で牛に関わる仕事ができることをとても嬉
しく思っております。一日でも早く一人前になれるよう努力し
てまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

大石  祥子 （久留米地区乳牛診療人工授精所）
　4月1日より久留米診療所に配属になり
ました、人工授精師の宗 まいみ（そう ま
いみ）です。出身は北九州市で、福岡県農
業大学校・畜産コースで乳牛を専攻した
のち、今春卒業しました。酪農の知識や、
直腸検査、人工授精技術は先輩方にまだ
遠く及ばず、ご迷惑をお掛けすることもあると思われますが、
酪農家一人一人、牛一頭一頭にしっかり向き合っていきたいと
思っております。また、来年度には受精卵移植の資格を取得予
定です。移植方面でもお役に立てるよう、今は日々の業務に精
いっぱい取り組み、知識と技術を身に付けられるよう頑張りま
すので、ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

宗  まいみ （久留米地区乳牛診療人工授精所）

みるく情報 ふくおか　0304　みるく情報 ふくおか

移
し
て
い
ま
す
。流
通
粗
飼
料
の
内
、ア

ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
産
地
相
場
に
関
し
て
は

一
昨
年
産
の
高
騰
時
と
比
較
し
て
軟
化

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、海
外
需
要
は
依

然
と
し
て
堅
調
で
あ
り
、新
穀
に
つ
い
て

は
、天
候
不
良
と
い
う
情
報
も
あ
り
上

昇
基
調
に
転
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
為
替
相
場
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウィ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
る
景
気
悪
化
に
よ
り
、

世
界
的
に
株
価
が
暴
落
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
一
時
急
激
に
相
場
が
動
き
円
高
と

な
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
、安
全
な
通
貨

と
し
て
ド
ル
需
要
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
り
一
〇
七
円/

ド
ル
前
後
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

　
今
か
ら
暑
熱
期
を
迎
え
ま
す
。暑
熱

期
の
生
乳
生
産
支
援
対
策
と
し
て
、全

国
連
と
連
携
し
輸
入
粗
飼
料
や
乾
乳

飼
料
、添
加
物
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施（
九
月
ま
で
）し
て
い
ま
す
。猛
暑
の

影
響
は
、暑
熱
期
の
後
に
出
て
く
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、乳
牛
の
生
涯
に

わ
た
る
生
産
性
を
追
求
す
る
た
め
、暑

熱
期
の
飼
養
管
理
に
は
、万
全
を
期
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
六
月
に
組
合
員
か
ら
の
今
年
度
生
乳

出
荷
目
標
数
量
の
報
告
を
積
み
上
げ
た

結
果
、本
組
合
に
お
け
る
生
乳
出
荷
見

込
数
量
は
、七
四
，〇
八
〇
ト
ン（
前
年

比
一
〇
〇
．〇
％
）と
な
り
、九
州
生
乳

販
連
へ
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
増
産
奨
励
、導
入
、後
継

牛
対
策
等
を
実
施
し
ま
し
の
で
、目
標

数
量
の
達
成
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
第
1
四
半
期
の
生
乳
生
産
状
況
は
、

昨
年
秋
口
の
暑
さ
の
影
響
や
廃
業
者
等

に
よ
る
飼
養
頭
数
の
減
少
、緊
急
導
入

事
業
に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
等
に
よ
り
分
散
型
の
導

入
に
な
っ
て
お
り
、六
月
ま
で
の
生
産
状

況
は
一
八
，九
九
六
ト
ン
と
対
前
年
実
績

比
九
六
．五
％
と
前
年
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。

　
飼
料
情
勢
に
つ
い
て
、配
合
飼
料
の
主

原
料
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
ガ
ソ

リ
ン
需
要
の
減
少
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、米
国
産

と
う
も
ろ
こ
し
の
作
付
面
積
が
増
加
す

る
見
通
し
か
ら
相
場
は
軟
調
気
味
に
推

　
第
五
十
七
回
の
日
本
酪
農
政
治
連
盟

福
岡
県
支
部
連
合
会
定
時
総
会
が
五
月

二
十
八
日
に
ふ
く
お
か
県
酪
協 

本
所
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
最
小
限
の
人
数

で
の
開
催
と
し
、三
支
部
よ
り
十
八
名

（
本
人
出
席
十
一
名
、書
面
表
決
七
名
）の

代
議
員
の
出
席
の
も
と
、第
一
号
議
案
よ

り
第
四
号
議
案
ま
で
慎
重
審
議
の
う
え

原
案
通
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

に
つ
い
て
は
、後
日
、互
選
会
を
開
催
し

決
定
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、令
和
二
年
度
の
重
点
政
策
を

指
定
団
体
機
能
の
維
持
、酪
農
ヘル
パ
ー

対
策
、家
畜
排
泄
物
処
理
施
設
等
対

策
、自
然
災
害
対
策
、家
畜
伝
染
病
等

対
策
、生
産
基
盤
強
化
・
働
き
方
改
革

等
対
策
、自
給
飼
料
確
保
対
策
と
決
定

し
ま
し
た
。

新人職員8名紹介新人職員8名紹介

5，661
10，203
3，132
18，996

97．1
97．6
91．7
96．5

97．5
100．2
93．8
98．3

令
和
二
年
度
　
第
１
四
半
期
の
生
乳
生
産
状
況

酪
政
連 

福
岡
県
支
部
連
合
会

第
五
十
七
回

定
時
総
会
を
開
催



　５月１日から、嘱託として採用いただい
た志岐 秀雄（しき ひでお）です。県南を
中心に普及指導員を約３０年しておりま
した。
　久留米支所を主に広域専任指導員と、
４月１日に発足した福岡県酪農ヘルパー
利用組合本部の事務を兼務しております。年は取っています
が、笑顔とあいさつを忘れずに酪農経営のお手伝いができる
ようにがんばりますので、よろしくお願いいたします。

志岐  秀雄 （本所酪農部）
　4月1日より、本所酪農部に配属になり
ました豊岡 大輝（とよおか だいき）で
す。熊本県出身の24歳で、休日は釣りや
ドライブをしています。
　経験が乏しく、ご迷惑をおかけするこ
とが多いと思いますが、皆様を支えるこ
とができるように力を尽くしてまいります。
　どうぞよろしくお願いいたします。

豊岡  大輝 （本所酪農部）

　４月１日付けで福岡支所に配属になり
ました、福岡県宮若市出身の安永 幸治
（やすなが こうじ）です。
　４４歳独身Ａ型で、趣味は美味しいもの
を食べにあちこち出掛けることです。
　以前、畜産関係の仕事に従事しており
ましたので、即戦力となるよう日々頑張って参りますので、皆
様からのご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

安永  幸治 （福岡支所）
　4月から福岡乳牛診療人工授精所に配
属になりました、獣医師の原岡 諒（はら
おか りょう）です。
　福岡市香椎で育ち、大学卒業後は宮城
県で牛の獣医として働いておりました。
　不慣れでご迷惑をおかけすることが
多いかと思いますが、皆様のお手伝いができるように頑張り
たいと思います。
　どうぞよろしくお願いいたします。

原岡  諒 （福岡乳牛診療人工授精所）　

　4月1日より福岡診療所に配属になり
ました、人工授精師の岩丸 直矢(いわま
る なおや）23歳です。出身は福岡県北九
州市で、大学では動物の看護を学んでい
ました。小動物の看護を学んでいたた
め、大動物はあまり詳しくありませんが
日々努力を怠らず邁進していきたいと考えています。至らな
いところも多々あると思いますが、ご指導ご鞭撻のほどよろし
くお願いいたします。

岩丸  直矢 （福岡乳牛診療人工授精所）
　４月１日より久留米支所に配属になり
ました浦田 凌太（うらた りょうた）です。
　出身は佐賀県の伊万里市、前職は養豚
の従業員や小学校の図書室に勤務して
いました。酪農の知識や土地勘もゼロで
すのでご迷惑をおかけすることも多々あ
るかと思いますが、頑張って行きたいと思っておりますので、
どうかよろしくお願いします。

浦田  凌太 （久留米支所）

　4月より久留米診療所に着任しまし
た、獣医師の大石 祥子(おおいし しょう
こ）です。福岡市出身で、鹿児島大学の獣
医学科を今春卒業しました。大学で牛と
触れ合う機会が多かったこともあり、産
業動物の臨床獣医師を志すようになりま
した。
　地元である福岡で牛に関わる仕事ができることをとても嬉
しく思っております。一日でも早く一人前になれるよう努力し
てまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

大石  祥子 （久留米地区乳牛診療人工授精所）
　4月1日より久留米診療所に配属になり
ました、人工授精師の宗 まいみ（そう ま
いみ）です。出身は北九州市で、福岡県農
業大学校・畜産コースで乳牛を専攻した
のち、今春卒業しました。酪農の知識や、
直腸検査、人工授精技術は先輩方にまだ
遠く及ばず、ご迷惑をお掛けすることもあると思われますが、
酪農家一人一人、牛一頭一頭にしっかり向き合っていきたいと
思っております。また、来年度には受精卵移植の資格を取得予
定です。移植方面でもお役に立てるよう、今は日々の業務に精
いっぱい取り組み、知識と技術を身に付けられるよう頑張りま
すので、ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

宗  まいみ （久留米地区乳牛診療人工授精所）
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移
し
て
い
ま
す
。流
通
粗
飼
料
の
内
、ア

ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
産
地
相
場
に
関
し
て
は

一
昨
年
産
の
高
騰
時
と
比
較
し
て
軟
化

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、海
外
需
要
は
依

然
と
し
て
堅
調
で
あ
り
、新
穀
に
つ
い
て

は
、天
候
不
良
と
い
う
情
報
も
あ
り
上

昇
基
調
に
転
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
為
替
相
場
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウィ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
る
景
気
悪
化
に
よ
り
、

世
界
的
に
株
価
が
暴
落
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
一
時
急
激
に
相
場
が
動
き
円
高
と

な
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
、安
全
な
通
貨

と
し
て
ド
ル
需
要
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
り
一
〇
七
円/

ド
ル
前
後
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

　
今
か
ら
暑
熱
期
を
迎
え
ま
す
。暑
熱

期
の
生
乳
生
産
支
援
対
策
と
し
て
、全

国
連
と
連
携
し
輸
入
粗
飼
料
や
乾
乳

飼
料
、添
加
物
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施（
九
月
ま
で
）し
て
い
ま
す
。猛
暑
の

影
響
は
、暑
熱
期
の
後
に
出
て
く
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、乳
牛
の
生
涯
に

わ
た
る
生
産
性
を
追
求
す
る
た
め
、暑

熱
期
の
飼
養
管
理
に
は
、万
全
を
期
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
六
月
に
組
合
員
か
ら
の
今
年
度
生
乳

出
荷
目
標
数
量
の
報
告
を
積
み
上
げ
た

結
果
、本
組
合
に
お
け
る
生
乳
出
荷
見

込
数
量
は
、七
四
，〇
八
〇
ト
ン（
前
年

比
一
〇
〇
．〇
％
）と
な
り
、九
州
生
乳

販
連
へ
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
増
産
奨
励
、導
入
、後
継

牛
対
策
等
を
実
施
し
ま
し
の
で
、目
標

数
量
の
達
成
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
第
1
四
半
期
の
生
乳
生
産
状
況
は
、

昨
年
秋
口
の
暑
さ
の
影
響
や
廃
業
者
等

に
よ
る
飼
養
頭
数
の
減
少
、緊
急
導
入

事
業
に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
等
に
よ
り
分
散
型
の
導

入
に
な
っ
て
お
り
、六
月
ま
で
の
生
産
状

況
は
一
八
，九
九
六
ト
ン
と
対
前
年
実
績

比
九
六
．五
％
と
前
年
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。

　
飼
料
情
勢
に
つ
い
て
、配
合
飼
料
の
主

原
料
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
ガ
ソ

リ
ン
需
要
の
減
少
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、米
国
産

と
う
も
ろ
こ
し
の
作
付
面
積
が
増
加
す

る
見
通
し
か
ら
相
場
は
軟
調
気
味
に
推

　
第
五
十
七
回
の
日
本
酪
農
政
治
連
盟

福
岡
県
支
部
連
合
会
定
時
総
会
が
五
月

二
十
八
日
に
ふ
く
お
か
県
酪
協 

本
所
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
最
小
限
の
人
数

で
の
開
催
と
し
、三
支
部
よ
り
十
八
名

（
本
人
出
席
十
一
名
、書
面
表
決
七
名
）の

代
議
員
の
出
席
の
も
と
、第
一
号
議
案
よ

り
第
四
号
議
案
ま
で
慎
重
審
議
の
う
え

原
案
通
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

に
つ
い
て
は
、後
日
、互
選
会
を
開
催
し

決
定
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、令
和
二
年
度
の
重
点
政
策
を

指
定
団
体
機
能
の
維
持
、酪
農
ヘル
パ
ー

対
策
、家
畜
排
泄
物
処
理
施
設
等
対

策
、自
然
災
害
対
策
、家
畜
伝
染
病
等

対
策
、生
産
基
盤
強
化
・
働
き
方
改
革

等
対
策
、自
給
飼
料
確
保
対
策
と
決
定

し
ま
し
た
。

新人職員8名紹介新人職員8名紹介

5，661
10，203
3，132
18，996

97．1
97．6
91．7
96．5

97．5
100．2
93．8
98．3

令
和
二
年
度
　
第
１
四
半
期
の
生
乳
生
産
状
況

酪
政
連 

福
岡
県
支
部
連
合
会

第
五
十
七
回

定
時
総
会
を
開
催
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し
、現
在
も
乳
量
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
十
一
産
ま
で
の
生
涯
乳
量
は
一
二
五
，

五
五
一㎏
、特
に
乳
成
分
に
優
れ
乳
脂
量

六
，一三
七
㎏（
四.

九
％
）は
全
国
二
十
四

位
。ま
た
一
月
に
十
八
歳
で
受
験
し
た
体

型
審
査
で
は
八
十
六
点（
V
G
）を
獲
得

し
ま
し
た
。一
日
で
も
長
く
活
躍
す
る
こ

と
を
祈
念
し
ま
す
。

　
令
和
二
年
六
月
現
在
、福
岡
県
内
に

年
齢
十
九
歳
四
カ
月
の
超
高
齢
に
な
る

牛
が
元
気
に
働
い
て
い
ま
す
。

　
久
留
米
支
所
管
内
の
池
松
和
幸
氏
の

所
有
で（
生
産
は
池
松
厚
博
氏
）、名
号

は
ビ
ッ
グ
フ
イ
ー
ル
ド
・
リ
ー
ド
ン
・
ド

リ
ー
ム
フ
ユ
ー
チ
ヤ
ー
号（
平
成
十
三
年

二
月
十
日
生
）で
す
。令
和
元
年
八
月
の

猛
暑
の
中
で
十
二
産
目
を
無
事
に
分
娩

　
牛
乳
、乳
製
品
消
費
拡
大
運
動
の
一
環
と
し
て
、本
年
度
も
夏
ギ
フ
ト
を
販
売
い

た
し
ま
す
。組
合
員
、役
職
員
の
皆
様
ご
協
力
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
六
月
十
九
日
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
よ
る
政
府
の
都
道
府
県
を
ま
た
い
だ
移

動
の
自
粛
要
請
が
全
国
で
全
面
的
に
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
、ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の

見
通
し
が
立
ち
、ワ
ク
チ
ン
等
の
普
及
に
よ
っ

て
安
全
性
が
担
保
さ
れ
る
ま
で
は
全
共
の
開

催
は
難
し
い
と
の
意
見
が
多
く
あ
り
、協
議
を

行
っ
た
結
果
、今
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る
予
定

だ
っ
た「
第
十
五
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
」の
開
催
中
止
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
事
を
受
け
て
、本
組
合
と
し
ま
し
て
も

現
時
点
に
お
い
て
国
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
時
期
は
全
く
不

透
明
で
あ
り
、予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
中
、万
一
観
覧
者
や
酪
農
家
へ
感
染
が

発
生
し
た
場
合
、酪
農
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
こ
と
か
ら
、人
命
尊
重
を
最
優
先
と
し

「
第
十
六
回
福
岡
県
乳
牛
共
進
会
」を
延
期
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息
状
況
を
鑑
み
て
決
定
し

ま
す
。

「
令
和
二
年
夏
ギ
フ
ト
」の
ご
案
内

俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

暴
れ
過
ぎ

　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　休
ん
で
は

Ｐ
．Ｎ
．甦
る
獅
子

頑
張
る
超
高
齢
牛

第
十
五
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
中
止
決
定

及
び
第
十
六
回
福
岡
県
乳
牛
共
進
会
の
開
催
延
期
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し
、現
在
も
乳
量
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
十
一
産
ま
で
の
生
涯
乳
量
は
一
二
五
，

五
五
一㎏
、特
に
乳
成
分
に
優
れ
乳
脂
量

六
，一三
七
㎏（
四.

九
％
）は
全
国
二
十
四

位
。ま
た
一
月
に
十
八
歳
で
受
験
し
た
体

型
審
査
で
は
八
十
六
点（
V
G
）を
獲
得

し
ま
し
た
。一
日
で
も
長
く
活
躍
す
る
こ

と
を
祈
念
し
ま
す
。

　
令
和
二
年
六
月
現
在
、福
岡
県
内
に

年
齢
十
九
歳
四
カ
月
の
超
高
齢
に
な
る

牛
が
元
気
に
働
い
て
い
ま
す
。

　
久
留
米
支
所
管
内
の
池
松
和
幸
氏
の

所
有
で（
生
産
は
池
松
厚
博
氏
）、名
号

は
ビ
ッ
グ
フ
イ
ー
ル
ド
・
リ
ー
ド
ン
・
ド

リ
ー
ム
フ
ユ
ー
チ
ヤ
ー
号（
平
成
十
三
年

二
月
十
日
生
）で
す
。令
和
元
年
八
月
の

猛
暑
の
中
で
十
二
産
目
を
無
事
に
分
娩

　
牛
乳
、乳
製
品
消
費
拡
大
運
動
の
一
環
と
し
て
、本
年
度
も
夏
ギ
フ
ト
を
販
売
い

た
し
ま
す
。組
合
員
、役
職
員
の
皆
様
ご
協
力
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
六
月
十
九
日
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
よ
る
政
府
の
都
道
府
県
を
ま
た
い
だ
移

動
の
自
粛
要
請
が
全
国
で
全
面
的
に
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
、ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の

見
通
し
が
立
ち
、ワ
ク
チ
ン
等
の
普
及
に
よ
っ

て
安
全
性
が
担
保
さ
れ
る
ま
で
は
全
共
の
開

催
は
難
し
い
と
の
意
見
が
多
く
あ
り
、協
議
を

行
っ
た
結
果
、今
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る
予
定

だ
っ
た「
第
十
五
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
」の
開
催
中
止
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
事
を
受
け
て
、本
組
合
と
し
ま
し
て
も

現
時
点
に
お
い
て
国
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
時
期
は
全
く
不

透
明
で
あ
り
、予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
中
、万
一
観
覧
者
や
酪
農
家
へ
感
染
が

発
生
し
た
場
合
、酪
農
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
こ
と
か
ら
、人
命
尊
重
を
最
優
先
と
し

「
第
十
六
回
福
岡
県
乳
牛
共
進
会
」を
延
期
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息
状
況
を
鑑
み
て
決
定
し

ま
す
。

「
令
和
二
年
夏
ギ
フ
ト
」の
ご
案
内

俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

暴
れ
過
ぎ

　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　休
ん
で
は

Ｐ
．Ｎ
．甦
る
獅
子

頑
張
る
超
高
齢
牛

第
十
五
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
中
止
決
定

及
び
第
十
六
回
福
岡
県
乳
牛
共
進
会
の
開
催
延
期



みるく情報 ふくおか　0708　みるく情報 ふくおか

（ふくおか県酪農青年女性会議ニュース）

Vol.186

　
初
め
ま
し
て
。樺
嶋
牧
場
で
働
い
て
ま
す
下
川
隆
夫
で
す
。十
年
間

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、叔
父
で
あ
る
樺
嶋
雅
彦

さ
ん
に
誘
わ
れ
、私
も
酪
農
業
に
興
味
が
あ
っ
た
為
、脱
サ
ラ
し
働
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
、わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
、勉
強
の
毎
日
で
す
。そ
ん

な
中
叔
父
の
提
案
も
あ
り
去
年
の
九
月
に
青
年
部
へ
入
り
ま
し
た
。ま

だ
活
動
は
数
え
る
程
し
か
参
加
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、酪
農
の
先
輩
方

と
お
話
し
す
る
こ
と
で
色
々
な
事
を
教
え
て
も
ら
え
る
い
い
機
会
と
な

っ
て
ま
す
。

　
久
留
米
、朝
倉
の
青
年
部
の
方
々
と
は
ま
だ
お
会
い
出
来
て
い
な
い

方
が
殆
ど
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、軽
く
で
は
あ
り
ま
す
が
、自
己
紹
介
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
歳
は
今
年
三
十
三
歳
で
子
供
が

二
人
い
ま
す
。休
み
の
日
は
趣
味
の

釣
り
や
、バ
イ
ク
で
ツ
ー
リ
ン
グ
し

た
り
、子
供
が
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

る
の
で
、練
習
や
試
合
を
見
学
に
行

っ
て
い
ま
す
。

　
日
程
は
確
定
し
て
い
な
い
そ
う

で
す
が
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
延
期
に
な
っ
て
い
る
筑
後
地
区

で
の
バ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ

れ
る
際
は
私
も
参
加
予
定
で
す
。

　
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
な
ど
も

積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て

ま
す
の
で
、ど
こ
か
で
、お
会
い
し

た
際
は
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
で
す
。

下
川

　隆
夫

部
長

　石
橋

　耕
造

筑
後
地
区
酪
農
青
年
部

福
岡
地
区
酪
農
青
年
部

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
福
岡
地
区
青
年
部
で
す
。

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
影
響
に
よ
り
、青
年
部
の
活
動

が
実
施
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
先
行
き
不
透
明
で
大
変
な
世
の
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
前
の
様
に
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
勉
強
会
や
談
話
会
を
す
る
と
い
う

の
は
難
し
い
た
め
、今
流
行
り
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、Ｏ

Ｐ
Ｕ（
経
膣
採
卵
）や
ゲ
ノ
ム
に
つ
い
て
勉
強
し
た
り
、勉
強
し
た
内
容

を
電
話
や
L
I
N
E
で
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
藤
野
牧
場
で
、人
工
授
精
所（
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ 

Ｋ 

ｅ
ｍ
ｂ
ｒ
ｙ
ｏ
）

を
開
設
し
、ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
検
査
結

果
に
よ
り
厳
選
さ
れ
た
高
能
力

牛
の
卵
を
採
卵
し
て
、新
鮮
卵
と

し
て
管
内
の
乳
牛
に
移
植
し
て

い
ま
す
。福
岡
地
区
で
は
酪
農
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
、乳
牛
改

良
や
後
継
牛
確
保
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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C O L U M N - コラム -

河村　信一
飯塚地区乳牛診療人工授精所

診療所日記

〇
は
じ
め
に

　
日
々
暑
さ
が
増
し
、乳
牛
た
ち
に
は
辛

い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
牛

舎
で
も
様
々
な
暑
熱
対
策
を
講
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。暑
熱
期
の
受
胎

率
低
下
の
対
策
と
し
て
和
牛
受
精
卵
移
植

の
活
用
も
、数
年
前
か
ら
比
べ
て
普
及
し

て
き
て
い
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、個
人
で
受

精
卵
を
購
入
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な

っ
て
き
た
昨
今
、「
知
ら
な
か
っ
た
そ
ん
な

こ
と
…
」で
は
済
ま
さ
れ
な
い
法
令
が
今

年
の
四
月
に
成
立
し
ま
し
た
の
で
、改
め

て
こ
こ
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〇
ど
ん
な
法
令
？

　
成
立
し
た
の
は「
家
畜
遺
伝
資
源
不
正

競
争
防
止
法
」
と「
家
畜
改
良
増
殖
法（
一

部
改
正
）」の
二
つ
で
す
。か
み
砕
い
て
お

伝
え
し
ま
す
と
、「
和
牛
の
精
液
、受
精
卵

を
不
正
に
転
売
し
た
ら
十
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
一
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
」と
い

う
罰
則
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。「
転
売
っ
て

な
ん
だ
？
」と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、身
近
な
話
題
で

す
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
て

「
マ
ス
ク
、衛
生
用
品
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
等
の
転
売
騒
動
」は
記
憶
に
新
し
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
簡
潔
に
言
え

ば
、「
家
畜
人
工
授
精
所
の
開
設
を
せ
ず

に
精
液
・
受
精
卵
の
譲
渡
を
行
う
こ
と
」が

禁
止
さ
れ
、特
に
和
牛
に
お
い
て
は「
不
正

な
手
段
に
よ
る
精
液
・
受
精
卵
の
入
手
・
譲

渡
・
使
用
に
よ
り
生
ま
れ
て
き
た
子
牛
の

譲
渡
等
」
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら

の
法
令
は
今
秋
施
行
予
定
で
す
。事
の
発

端
は
二
〇
一
八
年
に
大
量
の
和
牛
の
受
精

卵
や
精
液
が
中
国
に
持
ち
出
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
事
件
か
ら
、こ
の
よ
う
な
規
制
強

化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

〇
何
に
気
を
付
け
れ
ば
い
い
の
？

　
で
は
、具
体
的
に
何
に
気
を
付
け
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
答
え
は
単
純
に

「
自
分
で
買
っ
た
精
液
、受
精
卵
は
自
分
の

牛
だ
け
に
使
用
す
る
！
」そ
れ
だ
け
で
す
。

「
海
外
に
な
ん
て
持
ち
出
さ
な
い
よ
！
」と

思
わ
れ
る
方
で
も
、親
し
い
友
人
に
譲
渡

し
た
り
…
な
ん
て
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、「
家
畜
人
工
授
精
所
以
外
の

方
」の
譲
渡
行
為
は
罰
則
対
象
に
な
り
ま

す
。「
で
も
、黙
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
で
し

ょ
？
」な
ど
と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。精

液
、受
精
卵
証
明
書
の
譲
渡
履
歴
で
す
ぐ

確
認
が
取
れ
ま
す
の
で
、和
牛
精
液
・
受
精

卵
等
で
違
反
が
発
覚
し
た
場
合
、十
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
一
〇
〇
〇
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
有
り
ま
す

の
で
、く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
お
わ
り
に

　
国
庫
補
助
事
業
や
暑
熱
対
策
で
酪
農
家

で
の
和
牛
精
液
、受
精
卵
の
利
用
が
増
え

て
い
る
中
、「
そ
ん
な
の
知
ら
な
か
っ
た
し

…
」
と
い
う
無
自
覚
の
法
令
違
反
者
が
当

組
合
内
で
出
な
い
よ
う
に
と
、こ
の
場
を

お
借
り
し
ま
し
た
。「
自
分
で
買
っ
た
精

液
、受
精
卵
は
自
分
の
牛
だ
け
に
つ
か

う
！
」
と
い
う
こ
と
を
頭
の
片
隅
に
で
も

置
い
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。ま
た
、

暑
さ
が
日
に
日
に
増
し
て
い
ま
す
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
マ
ス
ク
着
用
時

間
も
増
え
て
い
ま
す
の
で
、牛
だ
け
で
な

く
人
間
も
平
年
以
上
に
熱
中
症
対
策
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

『
受
精
卵
等
の
不
正
売
買
差
し
止
め
に
関
す
る
法
令
、知
っ
て
ま
す
か
？
』

▲写真は、ラッテビアンコにてミルメーク
　とノベルティグッズをお客様にお渡し
　して消費拡大運動に取り組みました。
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下
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夫
で
す
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間
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と
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が
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誘
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興
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、わ
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ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
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強
の
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で
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な
中
叔
父
の
提
案
も
あ
り
去
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の
九
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に
青
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部
へ
入
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し
た
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だ
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は
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程
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か
参
加
で
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せ
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が
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先
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と
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こ
と
で
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な
事
を
教
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も
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え
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い
い
機
会
と
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久
留
米
、朝
倉
の
青
年
部
の
方
々
と
は
ま
だ
お
会
い
出
来
て
い
な
い

方
が
殆
ど
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、軽
く
で
は
あ
り
ま
す
が
、自
己
紹
介
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
歳
は
今
年
三
十
三
歳
で
子
供
が

二
人
い
ま
す
。休
み
の
日
は
趣
味
の

釣
り
や
、バ
イ
ク
で
ツ
ー
リ
ン
グ
し

た
り
、子
供
が
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

る
の
で
、練
習
や
試
合
を
見
学
に
行

っ
て
い
ま
す
。

　
日
程
は
確
定
し
て
い
な
い
そ
う

で
す
が
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
延
期
に
な
っ
て
い
る
筑
後
地
区

で
の
バ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ

れ
る
際
は
私
も
参
加
予
定
で
す
。

　
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
な
ど
も

積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て

ま
す
の
で
、ど
こ
か
で
、お
会
い
し

た
際
は
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
で
す
。

下
川

　隆
夫

部
長

　石
橋

　耕
造

筑
後
地
区
酪
農
青
年
部

福
岡
地
区
酪
農
青
年
部

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
福
岡
地
区
青
年
部
で
す
。

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
影
響
に
よ
り
、青
年
部
の
活
動

が
実
施
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
先
行
き
不
透
明
で
大
変
な
世
の
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
前
の
様
に
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
勉
強
会
や
談
話
会
を
す
る
と
い
う

の
は
難
し
い
た
め
、今
流
行
り
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、Ｏ

Ｐ
Ｕ（
経
膣
採
卵
）や
ゲ
ノ
ム
に
つ
い
て
勉
強
し
た
り
、勉
強
し
た
内
容

を
電
話
や
L
I
N
E
で
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
藤
野
牧
場
で
、人
工
授
精
所（
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ 

Ｋ 

ｅ
ｍ
ｂ
ｒ
ｙ
ｏ
）

を
開
設
し
、ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
検
査
結

果
に
よ
り
厳
選
さ
れ
た
高
能
力

牛
の
卵
を
採
卵
し
て
、新
鮮
卵
と

し
て
管
内
の
乳
牛
に
移
植
し
て

い
ま
す
。福
岡
地
区
で
は
酪
農
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
、乳
牛
改

良
や
後
継
牛
確
保
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

C O L U M N - コラム -

河村　信一
飯塚地区乳牛診療人工授精所

診療所日記

〇
は
じ
め
に

　
日
々
暑
さ
が
増
し
、乳
牛
た
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に
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じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。暑
熱
期
の
受
胎

率
低
下
の
対
策
と
し
て
和
牛
受
精
卵
移
植

の
活
用
も
、数
年
前
か
ら
比
べ
て
普
及
し

て
き
て
い
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、個
人
で
受

精
卵
を
購
入
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な

っ
て
き
た
昨
今
、「
知
ら
な
か
っ
た
そ
ん
な

こ
と
…
」で
は
済
ま
さ
れ
な
い
法
令
が
今

年
の
四
月
に
成
立
し
ま
し
た
の
で
、改
め

て
こ
こ
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〇
ど
ん
な
法
令
？

　
成
立
し
た
の
は「
家
畜
遺
伝
資
源
不
正

競
争
防
止
法
」
と「
家
畜
改
良
増
殖
法（
一

部
改
正
）」の
二
つ
で
す
。か
み
砕
い
て
お

伝
え
し
ま
す
と
、「
和
牛
の
精
液
、受
精
卵

を
不
正
に
転
売
し
た
ら
十
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
一
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
」と
い

う
罰
則
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。「
転
売
っ
て

な
ん
だ
？
」と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、身
近
な
話
題
で

す
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
て

「
マ
ス
ク
、衛
生
用
品
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
等
の
転
売
騒
動
」は
記
憶
に
新
し
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
簡
潔
に
言
え

ば
、「
家
畜
人
工
授
精
所
の
開
設
を
せ
ず

に
精
液
・
受
精
卵
の
譲
渡
を
行
う
こ
と
」が

禁
止
さ
れ
、特
に
和
牛
に
お
い
て
は「
不
正

な
手
段
に
よ
る
精
液
・
受
精
卵
の
入
手
・
譲

渡
・
使
用
に
よ
り
生
ま
れ
て
き
た
子
牛
の

譲
渡
等
」
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら

の
法
令
は
今
秋
施
行
予
定
で
す
。事
の
発

端
は
二
〇
一
八
年
に
大
量
の
和
牛
の
受
精

卵
や
精
液
が
中
国
に
持
ち
出
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
事
件
か
ら
、こ
の
よ
う
な
規
制
強

化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

〇
何
に
気
を
付
け
れ
ば
い
い
の
？

　
で
は
、具
体
的
に
何
に
気
を
付
け
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
答
え
は
単
純
に

「
自
分
で
買
っ
た
精
液
、受
精
卵
は
自
分
の

牛
だ
け
に
使
用
す
る
！
」そ
れ
だ
け
で
す
。

「
海
外
に
な
ん
て
持
ち
出
さ
な
い
よ
！
」と

思
わ
れ
る
方
で
も
、親
し
い
友
人
に
譲
渡

し
た
り
…
な
ん
て
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、「
家
畜
人
工
授
精
所
以
外
の

方
」の
譲
渡
行
為
は
罰
則
対
象
に
な
り
ま

す
。「
で
も
、黙
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
で
し

ょ
？
」な
ど
と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。精

液
、受
精
卵
証
明
書
の
譲
渡
履
歴
で
す
ぐ

確
認
が
取
れ
ま
す
の
で
、和
牛
精
液
・
受
精

卵
等
で
違
反
が
発
覚
し
た
場
合
、十
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
一
〇
〇
〇
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
有
り
ま
す

の
で
、く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
お
わ
り
に

　
国
庫
補
助
事
業
や
暑
熱
対
策
で
酪
農
家

で
の
和
牛
精
液
、受
精
卵
の
利
用
が
増
え

て
い
る
中
、「
そ
ん
な
の
知
ら
な
か
っ
た
し

…
」
と
い
う
無
自
覚
の
法
令
違
反
者
が
当

組
合
内
で
出
な
い
よ
う
に
と
、こ
の
場
を

お
借
り
し
ま
し
た
。「
自
分
で
買
っ
た
精

液
、受
精
卵
は
自
分
の
牛
だ
け
に
つ
か

う
！
」
と
い
う
こ
と
を
頭
の
片
隅
に
で
も

置
い
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。ま
た
、

暑
さ
が
日
に
日
に
増
し
て
い
ま
す
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
マ
ス
ク
着
用
時

間
も
増
え
て
い
ま
す
の
で
、牛
だ
け
で
な

く
人
間
も
平
年
以
上
に
熱
中
症
対
策
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

『
受
精
卵
等
の
不
正
売
買
差
し
止
め
に
関
す
る
法
令
、知
っ
て
ま
す
か
？
』

▲写真は、ラッテビアンコにてミルメーク
　とノベルティグッズをお客様にお渡し
　して消費拡大運動に取り組みました。
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未
曾
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ

り
、地
域
社
会
は
大
き
な
影
響
を
う
け
た
と

こ
ろ
で
す
が
、今
後
と
も
新
生
活
様
式（
マ

ス
ク
、手
洗
い
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、ソ
ー
シ

ア
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
）へ
の
取
り
組

み
や
三
密（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）の
回
避
な

ど
に
よ
り
更
な
る
感
染
防
止
に
務
め
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。

　
さ
て
本
題
で
す
が
、地
域
住
民
が
自
分
の

地
域
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
か
、行

政
機
関
の
み
な
ら
ず
当
の
住
民
に
と
っ
て
も

非
常
に
関
心
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
よ

う
な
調
査
の
一
つ
と
し
て
、住
み
た
い
都
道

府
県
＆
市
区
町
村
ラ
ン
キ
ン
グ
調
査（
二
〇

一
九
）の
結
果
概
要
が
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究

所
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要

を
報
告
し
ま
す
。

1
.
調
査
の
概
要
と
方
法

　
本
調
査
は「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
」と
し

て
二
〇
〇
六
年
か
ら
毎
年
実
施
し
、今
年
で

十
四
回
目
で
す
。一
，〇
〇
〇
市
区
町
村
と
四

七
都
道
府
県
の
合
計
一
，〇
四
七
の
地
域
の

二
〇
〜
七
〇
代
の
消
費
者
に
対
し
て
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
、三
一
，三
六
九

人
の
有
効
回
答
を
得
て
そ
の
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
。調
査
項
目
は
、地
域
の
認
知
度
、

魅
力
、地
域
情
報
広
報
、観
光
意
欲
、居
住

意
欲
、地
域
資
源
評
価
等
八
四
項
目
で
す
。

2
.
調
査
結
果

（
1
）四
十
七
都
道
府
県
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

　
魅
力
度
は
自
治
体
に
対
し
て
ど
の
程
度

魅
力
を
感
じ
ま
す
か
と
い
う
こ
と
を
五
段

階
で
評
価
し
た
も
の
で
、一
位
は
北
海
道
、二

位
は
京
都
府
、三
位
は
東
京
都
で
福
岡
県
は

八
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。自
然
豊

か
な
北
海
道
、情
緒
豊
か
な
京
都
、大
都
会

の
東
京
都
と
い
っ
た
こ
と
が
評
価
要
因
で
し

ょ
う
。福
岡
県
も
ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
っ
て
お

り
、比
較
的
魅
力
度
の
高
い
県
だ
と
言
え
ま

す
。

（
2
）住
み
た
い
都
道
府
県
、市
町
村

　
住
み
た
い
と
思
う
都
道
府
県
で
は
、一
位

東
京
都
、二
位
神
奈
川
県
、三
位
北
海
道
、

四
位
大
阪
府
、五
位
京
都
府
で
福
岡
県
は
六

位
で
し
た
。住
み
た
い
市
町
村
で
は
、一
位
横

浜
市
、二
位
神
戸
市
、三
位
札
幌
市
が
ベ
ス

ト
3
で
、福
岡
市
は
九
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

ま
し
た
。デ
ザ
イ
ン・
セ
ン
ス
が
良
い
町
、教

育
、子
育
て
の
町
と
い
う
こ
と
が
居
住
意
欲

評
価
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。

（
3
）愛
着
・
定
住
意
欲
の
高
い
市
町
村

　
住
ん
で
い
る
市
町
村
に
愛
着
を
感
じ
、定

住
し
た
い
と
考
え
て
る
か
と
い
う
調
査
で

は
、福
岡
市
が
最
も
愛
着
度
が
高
く
、二
位

札
幌
市
、三
位
金
沢
市
が
ベ
ス
ト
3
で
、九

州
で
は
鹿
児
島
市
が
七
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

て
い
ま
す
。ま
た
、幸
福
度
、生
活
の
満
足

度
、愛
着
度
、定
住
意
欲
度
の
四
つ
を
総
合

的
に
評
価
し
た
場
合
、川
越
市
が
一
位
、次
い

で
金
沢
市
、西
宮
市
、と
続
き
、福
岡
市
は

五
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
4
）ま
と
め

　
以
上
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、福
岡
県
と
福

岡
市
の
住
民
は
居
住
環
境
に
大
変
魅
力
を

感
じ
て
お
り
、住
み
や
す
く
、愛
着
が
強
く

定
住
意
欲
が
高
い
と
い
う
好
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。と
い
う
こ
と
は
、居
住
環
境
の
最

も
重
要
な
要
素
で
あ
る
衣
食
住
の
食
に
お

い
て
、牛
乳
、肉
、乳
製
品
な
ど
の
基
礎
的
栄

養
食
品
を
提
供
し
て
い
る
酪
農
家
の
皆
さ

ん
も
そ
の
好
結
果
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。今
後
と
も
自
信
と
プ
ラ
イ

ド
を
持
っ
て
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
生
産
に
励

ん
で
下
さ
い
。

出
典
：
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
二
〇
一
九
」

（
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
）

福
岡
の
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ン
キ
ン
グ

吉木　四郎

　
暑
さ
が
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま
し
。

た
。牛
も
人
も
暑
熱
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
今
回
は
、私
が
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ

た
酪
農
家
の
方
々
の
忘
れ
ら
れ
な
い
一

言
を
紹
介
し
ま
す
。

A
さ
ん
　
俺
は
ね
え
、『
青
春
』と
い
う

詩
が
好
い
と
る
と
や
ん
。

　
サ
ミ
ュ
エ
ル・ウ
ル
マ
ン
の〝
青
春
と
は

人
生
の
或
る
期
間
を
言
う
の
で
は
な
く

心
の
様
相
を
言
う
の
だ
。〞で
始
ま
る
詩

で
す
。お
会
い
し
た
時
は
六
〇
歳
代
半

ば
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、こ
の
詩
の
と

お
り
、い
つ
も
青
春
真
っ
た
だ
中
の
よ
う

に
生
き
生
き
と
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

人
生
の
心
構
え
を
教
わ
り
ま
し
た
。

B
さ
ん
　
酪
農
を
と
り
ま
く
情
勢
を
嘆

く
前
に
、で
き
る
こ
と
は
全
て
や
っ
た

か
？
と
自
分
に
問
い
か
け
て
い
る
。

　
乳
価
や
飼
料
価
格
な
ど
酪
農
情
勢
は

皆
同
じ
、〝
経
営
は
最
後
は
自
己
責
任
〞

と
い
う
気
迫
を
感
じ
ま
し
た
。

C
さ
ん
　
自
分
と
こ
の
牛
乳
が
い
く
ら

で
で
き
よ
る
か
わ
か
っ
と
か
ん
と
、講

習
会
で
も
ボ
ー
っ
と
聞
い
と
か
ん
と
い

か
ん
も
ん
ね
。

　
経
営
を
数
字
で
把
握
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

D
さ
ん
　
経
営
は
子
供
に
早
く
譲
る
。

譲
っ
た
ら
、あ
と
は
一
切
口
出
し
し
な

い
。頼
ま
れ
た
こ
と
は
や
る
。

　
親
か
ら
み
れ
ば
子
供
さ
ん
は
、六
〇

歳
に
な
っ
て
も
七
〇
歳
に
な
っ
て
も
子

供
で
す
。子
供
さ
ん
を
信
じ
て
経
営
を

任
せ
る
英
断
が
必
要
な
時
期
が
あ
る
よ

う
で
す
。た
だ
し
譲
ら
れ
る
方
も
、い
つ

譲
ら
れ
て
も
い
い
よ
う
に
準
備
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

E
さ
ん
　
自
給
粗
飼
料
は
、い
い
も
の

を
つ
く
ら
ん
と
購
入
粗
飼
料
よ
り
返
っ

て
高
く
つ
く
こ
と
が
あ
る
。

　
自
給
粗
飼
料
は
、質
が
多
少
良
く
な

く
て
も
つ
い
給
与
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
乳
量
が
落
ち
た
り
、ま
し

て
や
カ
ビ
が
混
じ
っ
て
い
た
ら
生
産
性

を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。収
穫
期
間

が
長
く
な
る
時
は
、同
じ
草
種
で
熟
期

が
異
な
る
複
数
の
品
種
を
組
み
合
わ
せ

て
栽
培
す
る
な
ど
、適
期
に
収
穫
す
る

工
夫
が
必
要
で
す
。　
　

F
さ
ん
　
獣
医
さ
ん
や
授
精
師
さ
ん
が

来
た
と
き
や
削
蹄
の
時
は
、な
る
べ
く

立
ち
会
っ
て
話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。牛
を
み
な
が
ら
話
し
た
り
、足
の
裏

を
み
る
の
は
参
考
に
な
る
よ
。

　
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。忙
し
い

で
し
ょ
う
が
、時
間
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。

G
さ
ん
　
俺
は
む
ず
か
し
い
こ
と
は
、

な
ー
ん
も
し
よ
ら
ん
バ
イ
。産
ん
だ
ら
、

エ
サ
食
わ
せ
て
種
付
け
し
て
の
繰
り
返

し
。『
基
本
に
忠
実
に
』よ
ね
。

　
同
じ
こ
と
を
続
け
る
の
は
、簡
単
な

よ
う
で一
番
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

H
さ
ん
　
仕
事
は
段
取
り
。記
録
を
残

す
。牛
舎
で
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
書
い
て

一
日
が
終
わ
り
。出
来
事
や
牛
の
状
態
な

ど
を
一
緒
に
メ
モ
し
て
お
く
と
見
返
し
が

で
き
る
。失
敗
は
つ
き
も
の
。何
が
失
敗

か
が
わ
か
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

　
仕
事
が
段
取
り
と
お
り
に
進
む
と
気

持
ち
が
い
い
も
の
で
す
。ま
た
メ
モ
し

て
お
く
と
、忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

I
さ
ん
　
乳
牛
の
将
来
は
、生
後
八
か

月
齢
ま
で
の
飼
養
管
理
で
決
ま
る
。

　〝
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
〞で
す
ね
。

J
さ
ん
　
自
分
は
若
い
こ
ろ『
一
日
一
ト

ン
バ
ル
ク
に
入
れ
る
』こ
と
を
目
標
に

頑
張
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
目
に
見
え

て
日
々
確
認
で
き
る
目
標
を
持
つ
こ
と

が
大
事
。

　
目
標
を
達
成
し
た
ら
、自
分
で
自
分

に
ご
褒
美
を
は
ず
み
ま
し
ょ
う
。や
っ
ぱ

り
楽
し
み
も
必
要
で
す
。

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
ら
の
言

葉
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、皆
様
が
思
う

と
お
り
の
経
営
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
、お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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未
曾
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ

り
、地
域
社
会
は
大
き
な
影
響
を
う
け
た
と

こ
ろ
で
す
が
、今
後
と
も
新
生
活
様
式（
マ

ス
ク
、手
洗
い
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、ソ
ー
シ

ア
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
）へ
の
取
り
組

み
や
三
密（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）の
回
避
な

ど
に
よ
り
更
な
る
感
染
防
止
に
務
め
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。

　
さ
て
本
題
で
す
が
、地
域
住
民
が
自
分
の

地
域
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
か
、行

政
機
関
の
み
な
ら
ず
当
の
住
民
に
と
っ
て
も

非
常
に
関
心
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
よ

う
な
調
査
の
一
つ
と
し
て
、住
み
た
い
都
道

府
県
＆
市
区
町
村
ラ
ン
キ
ン
グ
調
査（
二
〇

一
九
）の
結
果
概
要
が
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究

所
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要

を
報
告
し
ま
す
。

1
.
調
査
の
概
要
と
方
法

　
本
調
査
は「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
」と
し

て
二
〇
〇
六
年
か
ら
毎
年
実
施
し
、今
年
で

十
四
回
目
で
す
。一
，〇
〇
〇
市
区
町
村
と
四

七
都
道
府
県
の
合
計
一
，〇
四
七
の
地
域
の

二
〇
〜
七
〇
代
の
消
費
者
に
対
し
て
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
、三
一
，三
六
九

人
の
有
効
回
答
を
得
て
そ
の
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
。調
査
項
目
は
、地
域
の
認
知
度
、

魅
力
、地
域
情
報
広
報
、観
光
意
欲
、居
住

意
欲
、地
域
資
源
評
価
等
八
四
項
目
で
す
。

2
.
調
査
結
果

（
1
）四
十
七
都
道
府
県
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

　
魅
力
度
は
自
治
体
に
対
し
て
ど
の
程
度

魅
力
を
感
じ
ま
す
か
と
い
う
こ
と
を
五
段

階
で
評
価
し
た
も
の
で
、一
位
は
北
海
道
、二

位
は
京
都
府
、三
位
は
東
京
都
で
福
岡
県
は

八
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。自
然
豊

か
な
北
海
道
、情
緒
豊
か
な
京
都
、大
都
会

の
東
京
都
と
い
っ
た
こ
と
が
評
価
要
因
で
し

ょ
う
。福
岡
県
も
ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
っ
て
お

り
、比
較
的
魅
力
度
の
高
い
県
だ
と
言
え
ま

す
。

（
2
）住
み
た
い
都
道
府
県
、市
町
村

　
住
み
た
い
と
思
う
都
道
府
県
で
は
、一
位

東
京
都
、二
位
神
奈
川
県
、三
位
北
海
道
、

四
位
大
阪
府
、五
位
京
都
府
で
福
岡
県
は
六

位
で
し
た
。住
み
た
い
市
町
村
で
は
、一
位
横

浜
市
、二
位
神
戸
市
、三
位
札
幌
市
が
ベ
ス

ト
3
で
、福
岡
市
は
九
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

ま
し
た
。デ
ザ
イ
ン・
セ
ン
ス
が
良
い
町
、教

育
、子
育
て
の
町
と
い
う
こ
と
が
居
住
意
欲

評
価
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。

（
3
）愛
着
・
定
住
意
欲
の
高
い
市
町
村

　
住
ん
で
い
る
市
町
村
に
愛
着
を
感
じ
、定

住
し
た
い
と
考
え
て
る
か
と
い
う
調
査
で

は
、福
岡
市
が
最
も
愛
着
度
が
高
く
、二
位

札
幌
市
、三
位
金
沢
市
が
ベ
ス
ト
3
で
、九

州
で
は
鹿
児
島
市
が
七
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

て
い
ま
す
。ま
た
、幸
福
度
、生
活
の
満
足

度
、愛
着
度
、定
住
意
欲
度
の
四
つ
を
総
合

的
に
評
価
し
た
場
合
、川
越
市
が
一
位
、次
い

で
金
沢
市
、西
宮
市
、と
続
き
、福
岡
市
は

五
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
4
）ま
と
め

　
以
上
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、福
岡
県
と
福

岡
市
の
住
民
は
居
住
環
境
に
大
変
魅
力
を

感
じ
て
お
り
、住
み
や
す
く
、愛
着
が
強
く

定
住
意
欲
が
高
い
と
い
う
好
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。と
い
う
こ
と
は
、居
住
環
境
の
最

も
重
要
な
要
素
で
あ
る
衣
食
住
の
食
に
お

い
て
、牛
乳
、肉
、乳
製
品
な
ど
の
基
礎
的
栄

養
食
品
を
提
供
し
て
い
る
酪
農
家
の
皆
さ

ん
も
そ
の
好
結
果
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。今
後
と
も
自
信
と
プ
ラ
イ

ド
を
持
っ
て
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
生
産
に
励

ん
で
下
さ
い
。

出
典
：
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
二
〇
一
九
」

（
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
）

福
岡
の
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ン
キ
ン
グ

吉木　四郎

　
暑
さ
が
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま
し
。

た
。牛
も
人
も
暑
熱
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
今
回
は
、私
が
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ

た
酪
農
家
の
方
々
の
忘
れ
ら
れ
な
い
一

言
を
紹
介
し
ま
す
。

A
さ
ん
　
俺
は
ね
え
、『
青
春
』と
い
う

詩
が
好
い
と
る
と
や
ん
。

　
サ
ミ
ュ
エ
ル・ウ
ル
マ
ン
の〝
青
春
と
は

人
生
の
或
る
期
間
を
言
う
の
で
は
な
く

心
の
様
相
を
言
う
の
だ
。〞で
始
ま
る
詩

で
す
。お
会
い
し
た
時
は
六
〇
歳
代
半

ば
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、こ
の
詩
の
と

お
り
、い
つ
も
青
春
真
っ
た
だ
中
の
よ
う

に
生
き
生
き
と
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

人
生
の
心
構
え
を
教
わ
り
ま
し
た
。

B
さ
ん
　
酪
農
を
と
り
ま
く
情
勢
を
嘆

く
前
に
、で
き
る
こ
と
は
全
て
や
っ
た

か
？
と
自
分
に
問
い
か
け
て
い
る
。

　
乳
価
や
飼
料
価
格
な
ど
酪
農
情
勢
は

皆
同
じ
、〝
経
営
は
最
後
は
自
己
責
任
〞

と
い
う
気
迫
を
感
じ
ま
し
た
。

C
さ
ん
　
自
分
と
こ
の
牛
乳
が
い
く
ら

で
で
き
よ
る
か
わ
か
っ
と
か
ん
と
、講

習
会
で
も
ボ
ー
っ
と
聞
い
と
か
ん
と
い

か
ん
も
ん
ね
。

　
経
営
を
数
字
で
把
握
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

D
さ
ん
　
経
営
は
子
供
に
早
く
譲
る
。

譲
っ
た
ら
、あ
と
は
一
切
口
出
し
し
な

い
。頼
ま
れ
た
こ
と
は
や
る
。

　
親
か
ら
み
れ
ば
子
供
さ
ん
は
、六
〇

歳
に
な
っ
て
も
七
〇
歳
に
な
っ
て
も
子

供
で
す
。子
供
さ
ん
を
信
じ
て
経
営
を

任
せ
る
英
断
が
必
要
な
時
期
が
あ
る
よ

う
で
す
。た
だ
し
譲
ら
れ
る
方
も
、い
つ

譲
ら
れ
て
も
い
い
よ
う
に
準
備
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

E
さ
ん
　
自
給
粗
飼
料
は
、い
い
も
の

を
つ
く
ら
ん
と
購
入
粗
飼
料
よ
り
返
っ

て
高
く
つ
く
こ
と
が
あ
る
。

　
自
給
粗
飼
料
は
、質
が
多
少
良
く
な

く
て
も
つ
い
給
与
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
乳
量
が
落
ち
た
り
、ま
し

て
や
カ
ビ
が
混
じ
っ
て
い
た
ら
生
産
性

を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。収
穫
期
間

が
長
く
な
る
時
は
、同
じ
草
種
で
熟
期

が
異
な
る
複
数
の
品
種
を
組
み
合
わ
せ

て
栽
培
す
る
な
ど
、適
期
に
収
穫
す
る

工
夫
が
必
要
で
す
。　
　

F
さ
ん
　
獣
医
さ
ん
や
授
精
師
さ
ん
が

来
た
と
き
や
削
蹄
の
時
は
、な
る
べ
く

立
ち
会
っ
て
話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。牛
を
み
な
が
ら
話
し
た
り
、足
の
裏

を
み
る
の
は
参
考
に
な
る
よ
。

　
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。忙
し
い

で
し
ょ
う
が
、時
間
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。

G
さ
ん
　
俺
は
む
ず
か
し
い
こ
と
は
、

な
ー
ん
も
し
よ
ら
ん
バ
イ
。産
ん
だ
ら
、

エ
サ
食
わ
せ
て
種
付
け
し
て
の
繰
り
返

し
。『
基
本
に
忠
実
に
』よ
ね
。

　
同
じ
こ
と
を
続
け
る
の
は
、簡
単
な

よ
う
で一
番
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

H
さ
ん
　
仕
事
は
段
取
り
。記
録
を
残

す
。牛
舎
で
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
書
い
て

一
日
が
終
わ
り
。出
来
事
や
牛
の
状
態
な

ど
を
一
緒
に
メ
モ
し
て
お
く
と
見
返
し
が

で
き
る
。失
敗
は
つ
き
も
の
。何
が
失
敗

か
が
わ
か
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

　
仕
事
が
段
取
り
と
お
り
に
進
む
と
気

持
ち
が
い
い
も
の
で
す
。ま
た
メ
モ
し

て
お
く
と
、忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

I
さ
ん
　
乳
牛
の
将
来
は
、生
後
八
か

月
齢
ま
で
の
飼
養
管
理
で
決
ま
る
。

　〝
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
〞で
す
ね
。

J
さ
ん
　
自
分
は
若
い
こ
ろ『
一
日
一
ト

ン
バ
ル
ク
に
入
れ
る
』こ
と
を
目
標
に

頑
張
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
目
に
見
え

て
日
々
確
認
で
き
る
目
標
を
持
つ
こ
と

が
大
事
。

　
目
標
を
達
成
し
た
ら
、自
分
で
自
分

に
ご
褒
美
を
は
ず
み
ま
し
ょ
う
。や
っ
ぱ

り
楽
し
み
も
必
要
で
す
。

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
ら
の
言

葉
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、皆
様
が
思
う

と
お
り
の
経
営
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
、お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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